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早稲田大学教育学部 生物学教室 
家 増 郁夫 ( 電話 03-203-4141 内線 3911) 

DGD 編集主幹     〒 606 京都市左京区北白川追分町 

京都大学理学部 動物学教室 
米田満 樹 ( 電話 075-751-2111  内線 4082) 

DGD 編集幹事     〒 543 大阪市天王寺区南河 堀町 

大阪教育大学 生物学教室 

加藤憲一 ( 電話 0f6-771-8131 内線 251) 干 事 務 局 194  町田市南大谷 11 

三菱化成生命科学研究所 発生生物学研究部 

( 幹事長 ) 英中川 徹 ( 電話 0427 づ 4 円 244) 

( 庶務幹事 ) 北村 邦夫 ( 電話 0427 Ⅰ 4-6294) 

( 会計幹事 ) 加藤 山宇 子 ( 電話 0427 づ 4 ㎡ 250) タ 学 全 ン 〒 113  文京区弥生 2-4-16 

学会 セソ タービル向日本学会事務 セ ソタ 一 

日本発生生物学会 係 ( 電話 03-817-5801) 

  
凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御問合せ 下さい。 

⑨事務局よりお 願い 

発生生物学会オリジナルテレホンカードを 事務局で発売しております。 

( 一枚 1,000 両 度数 50) 

入手方法 ① 事務局 C0427-24-6250) に電話をして 下さい。 

② テレホ ソ カードをお送りします。 

③ お支払い方法については ，電話で相談に 応じます。 

まわりの方々と 団体で申し込まれますと ，送金等が便利です。 

是非 御 一報ください。 

  

  



日本発生生物学会第 竹期 会長および運営委員選挙結果 

10 月 13 日および 11 月 15 日東京工業大学理学部会議室で 開票され，以下のように 決りました。 

  

  

  

  

  
  

第 2 次会長選挙の 結果 

会 長 : 安 堵 郁 夫 

( 次 点 : 江 口 吾 朗 ) 
  

  

運営委員選挙の 結果 (50 音順 ) 

運営委員 : 江 口 吾 朗Ⅰ 

岡 田 節 人 

岡 田 祐 吉Ⅰ 

近 藤 芳 人 

酒 井 逐 一 
  

佐 藤 短 打Ⅰ 

嶋 田 拓 

鈴 木 義 昭Ⅰ 

竹 市 雅 俊 

京 中 川 徹 
  星 元 紀 ノ 

山 上 健次郎 

山 名 清 隆 

米 田 満 樹 

( 次 ， 庶 : 固 まりな ) 
  

  
選挙管理委員 : 星 。 元 。 紀 

岸 本 健 堆 

山 崎 君 江 
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ご ・あ い さ つ 
 
 

  会 長 安 堵 郁夫、 

このたび，私は 日本発生生物学会会長に 再任される名誉に よ くしました。 その責任の重大さを 

痛感致しております。 過去 2 年間 よ り以上に，今後の 任期 2 年間も本学会の ょき 伝統を次の世代 

に伝え ， 会の発展に実務的に 貢献できる よう 努力したいと 考えております。 

1988 年に日本発生生物学会は 20 年目をむかえ ， 会の規則に従って ，「 10 年目の反省」の 会を山 

形の大会期間中におこない 多数の参加者を 得ました。 参加下さいました 会員の皆様に 心から感謝 

致します。 その会の席上，必ずしも 結論とい 5 ようなものが 出たわげではなかったと 思います 

が ，発生生物学会を 今後の発展の 方向へさげての 議論がなされました。 現在，日本発生生物学会 

と 会員の皆様との 間の接触は，極端にいえば サ 一千， ラー と大会に限られておりますが ，今後こ 

の「反省」をふまえて ，より多くの 機会がもてるよ う 努力したいと 思っております。 又 ・各種研 

究助成推薦の 件，そして海外渡航援助の 件も，特に 1989 午は ISDB の大会が開かれますので ， 

出きる限り努力したいと 思 、 っております。   

本学会の大きな 事業の一つであ る DGD の発行は，これまでの 2 年間編集主幹米田先生，編集 

幹事加藤先生を 中心とする編集委員会の 御努力で，国内，国覚からの 投稿数も増； n し ・予定発行 

真数を上回って 順調にすすんでおります。 又 ， 1989 年からはデザインを 一新して， A4 版にな 

り，実質的 増貢 がおこなわれる 運びとなりました。 現在，この ょう な DGD 発展を支えるべき 木 

会の財政状態 は ，再三報告しましたよ 5 に，主として 国際的な要因でかなり 困難な状態であ るこ 

とは，会員皆様も 御存じのとおりです。 このような財政状態のもとで ， DGD  の デザイ ソ変更， 

増 真は，ますます 会の財政を圧迫するものでは 冷 りますが，現状在留まっている 限り， DGD 頒 

布はむしろ低下する 可能性さえあ ります。 。 この改変は頒布量の 低下防止，そして 増大をめざすも 

のでもあ ります。 会員の皆様の 御協力を心からお 願い致します。 

又 ， DGD  に関して 1989 年に予定されております 重要な事業の 一つは，前会長 故 加藤淑 裕 先生 

の記念号を刊行することです。 生物学上の加藤先生の 業績は極めて 優れたものであ り，いずれか 

の Journal で当然，記念 号が 刊行されるべきものであ ると考えます。 故 加藤先生の会長，運営 

委員としての 本学会への貢献をも 考慮すれば，本学会が DGD に記念号を刊行することは 当然で 

あ り，むし令名誉であ ると考えます。 この事についても ，会員の皆様に 御協力をお願い 致したい 

と 考え寄す。 ． i, 

本学会の財政上の 危機のさなかに ，このよ 5 な計画を進行させることは ，かなりの困難を 伴 5 

ものであ ります。 私は，会員の 皆様と共に，これらの 困難を排除して ，本学会の発展を 求めて， 

微力を尽くしたいと 考えております。 会員の皆様の 御理解と御協力を 心からお願い 申し上げま 

す。 
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日本発生生物学会第 22 回大会のお知らせ 

日本発生生物学会第 22 回大会準備委員会 

委員長 片 桐 千 明 
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3. 参加申込み 

㈹ 同封の参加申込書に 必要事項を記入して ， 1989 年 3 月 23 日 ( 木 ) ( 当日消印有効 ) までに申 

し込んで下さい。 ( 研究発表は 1989 年度までの会費納入者に 限ります。 ) 

(2) 申込先 : 〒 0f6n  札幌市北区北 10 条 西 8 丁目 

。 。 北海道大学理学部動物学教室 

日本発生生物学会第 22 回大会準備委員会 

㈹ 大会参加賀 : 5,000 円 ( 学生・院生 4,000 円 ) 

大会参加費は 郵便局の定額小為替で ，指定受取人を 

札幌市北区北 10 面 8  コヒ 海道大学理学部動物学教室 君原 正己 

として，参加申込書と 同封にてお送り 下さい。 

(4) 懇親会を大会第 2 日目 6 月 23 日 ( 金 ) に行 う 予定です。 参加を御希望の 方は懇親会費 

(4,000 円 ) を大会参加賀に 加算してお送り 下さい。 

(5) 同封の受 膵 書の所定 欄 に名前および 必要事項を，また 表に郵便番号，住所および 氏名を記 

， 入し ， 必ず切手をはって 下さい。   

4. 研究発表 。 

㈹ 申込期限 ;1989 年 3 月 23 日 ( 木 ) ( 当日消印有効 ) 

(2) 本大会の研究発表は 口頭発表とギスター 展示の併用で 行います。 発表者はどちらかを 選択 

．。 して申し込んで 下さい。 但し。 同 「研究宰からの 類似した演題での 多数の口頭発表はなる 

べくご遠慮下さい。 また，御希望の 発表形式を変えて 頂く場合もあ りますので御了承下さ     
い。 その決定は準備委員会におまかせ 下さい。 

(3) 研究発表の申込者は (1) 同封の参加申込書に 必要事項を記入し (n) 発表要旨 ( 和文 ) 

とともに書留でお 送り下さい。 なお，連絡 書 にも筆頭発表者 ( 演者名 ) を裏 面に，その 連 

絡 先を表の宛名 欄 に記入の上，必ず 切手をはってお 出し下さい。 研究発表は昭和 64 年度ま 

での会費納入者に 限ります。 連名で発表される 場合には筆頭発表者 ( 演者 ) が申込んで下 

さい。 それ以外の方は 参加申込書の 所定の欄に筆頭発表者 ( 演者 ) 名を記入して 下さい。 

(4) 口頭発表の場合 : 発表時間 15 分 ( 口頭発表 f2 分，討論 3 分 ) 

会場には 35 ㎜判 ( 外枠 50x50 ㎜ ) スライド プ p ジニ クタ -1 台を用意し 
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ます。 スライド枚数は 1 演題につき 10 枚以内とします。 16 ㎜フィルムの 

映写機の使用を 希望される方は 大会準備委員会 CTEL0l1-716-2111 

内線 5300) にご相談下さい。 

ポスター展示の 場合 : サイズは幅 180x 高さ 180cm ぐらいです。 形式は特には 定めませんの 

で大いに工夫をこらして 下さい。 パネルへの貼付用具は 準備委員会 

で用意します。 

(5) 発表要旨の原稿はそのまま 写真印刷しますので 黒 インクで明瞭に 書いて下さい。 図表も印 

刷 できます。 

      同封の英文抄録用紙は 各自の発表終了後，座長 ( ポスタ一の場合にほ 受付 係 ) に提出して 

  下さい。 参加申込みの 際には同封しないで 下さい。 

5. 大会準備委員会では 宿泊のお世話はいたしませんが ， 株式会社「産経海覚旅行」 (TEL 

011-271-5388) が交通，宿泊について 便宜 ( 割引航空券など ) を許ります。 大会参加者には 後 

日 (4 月上旬頃 ), 同社 ょ 9 案内が送付されますので ，希望者は各自申込んで 下さい。 なお， 

札幌市内の共済関係宿泊施設は 以下の通りです。 

共済関係宿泊施設 

( 林 ) グ リ ー ソ札幌 〒 060  札幌市中央区北 1 条 西 11 丁目 011 一 28 Ⅰ 一 2648 

( 地 ) 北海道庁共済会館 〒 060  札幌市中央区 ノヒ 3 条 西 18 一 2 0 Ⅰ 1 一 621 一 02 Ⅰ 6 

( 鉄 ) 札幌弥生会館 〒 060  札幌市中央区北 3 条 西 12 一 1 011 一 271 一 2RI Ⅰ 

( 市 ) ポールスタ一札幌 〒 060 ・札幌市中央区北 4 条 西 6 一 2 011 一 241 一 9111 

( 連 ) 清   荘 〒 060  札幌市中央区北 6 条 西 7 丁目 01 Ⅰ 一 631-2266 ～ 8 

( 北 ) ホテルノースシティ 〒 064  札幌市中央区南条 9 西 1 丁目 011 一 512 一 4433 

( 防 ) 札 幌 ク ラ ブ 〒 064  札幌市中央区南 28 条 西 9 丁目 011 一 53 Ⅰ 一 1517 

( 公 ) ホテルアカシ ャ 〒 064  札幌市中央区南 12 条 西 1 丁目 01i 一 521 一 5211 

( 私 ) 北 海 道 会 館 〒 060  札幌市中央区北 1 条 西 f 丁目 011 一 261 一 5311 

( 警 ) ヱ ル ム 会 館 〒。 060  札幌市中央区北 1 条 酉 7 丁目 01 丁 一 231 一 136 Ⅰ 

共済会 （ 連 ） 幌 札 K K ｜ R  札 館幌 〒 060  札幌市中央区北 4 条 西 5 丁目 0 Ⅰ 1 一 231 一 6711 
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DGD の大型化に伴 う 投稿上の注意 

編集主幹 米 田 満 樹 

編集幹事 加 藤 憲 一 

DGD は ， 1989 年の巻から A4 版になります。 最初の号は 2 月に出ます。 これまで間 60 篇年前 

  

  

  

後の論文を掲載してきましたが ，本年は約 576 頁で約 70 一 75 篇が出版できる 予定ですから ，一層 

多数の投稿をお 待ちします。 

⑥ 当然ながら，学会が 負担する出版費用は 増大します。 写真や図は面積当たりの 製版 代 が高 

価 なので，現状の 総面積を維持したいと 思います。 御 投稿に当たって ほ ，できるだ け コソパクト 

で " 情報密度の高い 写真・図を作られるよ う ， 御 努力下さい。 ぺ ー ジのサイズは A4 でも，写真 や 

図は，原則的にシングルカラム 幅 (80mm) で ( これより大きいのは 縮小して ) 印刷するよ 5 級 

両下編集する 方針ですから 御 承知下さい。 どうしてもダブルカラム 幅 (167mm) が必要な組写 

真・組み図の 場合も，無駄なスペースがないように 縦横の長さの 比などに考慮して 構成を工夫し 

て 下さい。 

⑥ 図や写真に文字・ 記号を入れる 場合には、 同一論文のすべての 図 ・記号の記号を ， 同じ 文 

字型に統一して 下さい。 但し，この作業は ，編集作業の 一貫として行 う こと何でざますので ， 著 

者が直接原図に 入れておられないものでも 受け付けます。 この場合には ，原図のゼロックスコピ 

ーを付 け ，その中に文字・ 記号等の挿入位置を 明確に書き入れて 下されば結構ですが ，矢印など 

厳密な特定部分の 指定は，著者自身でレタリソバ 等の記入を行って 下さい。   

⑥ 論文が採択された 段階で，最終 稿を ワープロディスケットに セ イ ブ されておられる 著者㌍ 

は，ディスケットのコピーをお 送り下さるよ 5, 今年からお願いします。 製版・校正の プ p セス 

が 短縮されますので ，編集部からの 要請があ ったときほ ， ど 5 かご協力をお 願い致します。 

第 8 回九州・山口発生懇話会後記 
  

第 8 回九州・山口発生懇話会 

事務担当 桑 名 -fit. 
貝 

この懇話会が 始まってから 早くも今年で 第 8 回目を迎えた。 この懇話会は 九州と山口の 発生学 

に携わっている 研究者間 ( 学生も含む ) での情報交換，相互の 親睦，後進の 育成を図る目的で 始 

まったとのことであ る。 私の印象からの 独断と偏見で 述べさせて頂くと ， この会の特徴として ， 

①夕食と懇親会を 挟んで ( 第一日目 : 午後 4 一 6 時時まで懇話会 ( 研究発表 ), 6 時 一 7 時半ま 

でが夕食と懇親会， 夜の 8 時 一 10 時まで懇話会。 第 2 日目 : 午前 9 一 1m 時時まで懇話会。 ) の 気 

楽な雰囲気があ ること，②発表の 途中でも 質 間や討論を挟んでも 良いこと，③時間の 半分が討論 
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時間に充てられていること ，そして④期せずして 懇話会の参加者数が 毎回約 30 一 40 名程度であ り   

お互いの 顔と 研究分野をかなり 良く知ることのできる 数となっていること ，⑤加えて現在までの 

世話人の方のご 努力により参加費用が 格安であ ること，等の 理由からくもっと 多くの理由があ る 

のでしょ 5 が ) 本当に活発な 議論，討論が 気楽に行われます。 また，話題のテーマはあ えて限定 

せず，話題提供者の 判断に任されています。 さらに，過去においては ，広島や愛媛からの 参加も 

あ り，オープ ソ であ る 木 懇話会らしい 発展をみせています。 「姉回坊主に 終わらないよ 5 に」 ， と 

0 発起者の方々の 出発点での危惧は ， ど 5 やら 杷憂に 終わりそうです。 

今年の懇話会は 熊本大学医学部第姉解剖 ( 藤本十四 秘 教授 ) の当番で，熊本県矢部町にあ る国 

民宿舎「 通潤荘 」において 7 月 29 日 ( 金 ) 午後から 30 日 C 士 ) 午前中まで開かれました。 幸いに 

心学生を含めて 42 名の方々の参加を 得， 29 日は深夜に至るまで 活発な討論が 続きました。 会場周 

辺は， 少し足を延ばせば 壇の浦の戦いに 敗れた平重盛とその 家臣が落ち延びて 隠れ住んだと 伝え 

られる内大臣橋などがあ り， p マソ 多い環境にあ ります。 また，すぐ近くには 今回の会場であ る 

通潤 荘の名前の由来となった「 通潤橋 」 ( 国 指定重要文化財 ) という水路橋があ り， 懇話会の終 

了後には参加者全員でこの 通潤 橋からの壮大な 放水を楽しみました。 懇話会では以下の 話題で発 

表されました。 

①長期骨髄培養を 用いた免疫異常マウスの 造血系の解析 : 林 貫一 ( 熊大 ・ 医 ・免疫病理 ), ② ウ 

= 胚 単離小割球の 骨片形成に対する 胚 抽出物質の効果 : 清水正人 ( 暁天・ 理 ・生物 ), ③マクロ 

ファージの個体発生   Kupffer 細胞を中心として : 内藤 眞 ( 熊大 ・ 医 ・第二病理 ), ④胎児性 
水俣病に関する 実験的アプローチ : 井上槍 ( 国立水俣 研 ，基礎病理 ), ⑤哺乳類・生殖細胞の 異 

両性分化について : 吉永一也 ( 熊大 ・ 医 ・第三解剖 ), ⑥メダカ卯の 受精電位について : 嶋 水分 

司 ( 無人・ 理 ・生物 ), の上衣細胞一一発生学的考察 : 岩堀 修明 ( 長大・ 医 ‥第一解剖 ), ⑧ マゥ 

ス における B 細胞の個体発生 : 小川 峰 太郎 ( 無人， 医 ・免疫病理 ), ⑨ホ ヤ の初期発生における 

興味 ( 卵細胞質移動の 機構その他 ) : 沢田知夫 ( 山口大・ 医 ，第一解剖 ), ⑩ う " ト 陰茎 骨 につい 

て， これまでわかったこと : 村上棚太郎 ( 山口大・ ロ ・生物 ), ⑪発生学と老化学の 接点 : 國 真 

陸弧 ( 熊大 ・ 医 ・免疫病理 ), ⑫カス， サノシ 。 ウウオ卵の多精防止反応について : 岩尾康宏 ( 山 

ロ天・ ロ ・生物 ), ⑬ アブリ ； ツ メガ ヱル の in vitro での精子形成 : 朝倉省二 ( 熊大 ・ W,. 生 

物 ), 以上の 13 題。 

なお，第 9 回の発生懇話会は 九州大学理学部生物学教室の 山名清隆教授のお 世話で，福岡近辺 

で 開かれることになっています。 興味のあ る方 ( 学生を含む ) は山名先生までご 連絡下さい。 

助 成 金 の 案 内   

  

1989 年 8 月オランダで 開催されます 国際発生生物学会議の 参加者の旅費を ， 戊茂 基金より援助 

いたします。 ただし，発表者に 限ります。 応募者 は 3 月末日までに 事務局へ申し 出て下さい。 
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教官公募のお 知らせ 

東京工業大学理学部生体機構学科では ， この度，下記要領で 教官を公募 い たします。 本学科 

は ， 1988 年 4 月に新設され ，生体情報科学講座 ( 設置 済 ), 生体物理学講座し 生体動力学講座， 

発生生物学講座，分子道 ィヒ学 講座，生体 光 反応 学 講座の 6 講座より成っております。 今後，年次 

計画で教官等を 充足させていく 予定です。 

- 己     

1.  公募教官     

生体物理学講座 助教授   

発生生物学講座 教授および助教授   

分子 進イヒ学 講座 教授および助教授     

生体 光 反応 学 講座 教授および助教授     

( 応募にあ たっては講座名と 教授および助教授の 区別を記して 下さい ) 着任は 1990 年 4 月 
    

以降の予定ですが ，人事は 1989 年夏までに内定いたします。 
    

2.  提出書類   
履歴書，論文リスト ，主要論文の 別刷 5 編 ( 総説があ れば，代表的なものを 1 一 2 編これ 

に含めて下さい ), 抱負 C2000 字程度 ) 。 履歴書には希望する 講座名と職名をも 記して下さ 

い O 

封筒には応募書類在中の 旨を朱書願います。 
    

3. 締め切り 1989 年 1 月 31 日必着 
    

4. 書類送付売および 問い合わせ先     
鼓 152 東京都目黒区大岡山 2-12-1     

東京工業大学 理学部 生体機構学科 主任   
広瀬 蔵 人 

⑪ 03 イ 2 色 1111  内線 2226 
  

  
  

        

  

    

一 7 一 



第 5 回哺乳類 全胚 培養研究会 

篤， 

時 ， 1989 年Ⅰ同 27 日 ( 金 ) 13:0Q ～ 16 : 30 ( 懇親会 16 : 30 ～ ) 

場 所 : 東京医科歯科大学 1 号館 9 階特別講堂 

① 糖尿病における 奇形発生の成因について 

0 赤沢 昭Ⅰ 長瀧 重信 

長崎大学医学部第一内科 

② In vlVo と rn vlt 「 O の相関 一 ェ チ ン ソチオ ウ レアを用いて 一 

0 岩瀬 隆之，水野 英子，池田 保男，藤井 治，横山 

江藤 一洋 

善 」 ; 

三菱化成㈱安全性研究所 

東京医科歯科大学歯学部 顎 併発生 

③ 全胚子培養法を 用いた チアベソダ ゾール (TBZ) の 

催奇形陸と TBZ の胚子内変化 

0 心癖 昭夫，米山 元子，藤谷 知子，安藤 弘，久保 

松木 信雄 

東京都立衛生研究所毒性部 

総 会 

コーヒープレイク ( 機器展示 ノ 

④ 顎顔面領域の 催奇形実験一エチルニトロ ソウ レアを用いて 一 

0 大西 京，三木 明徳，藤本 悦子，大森輝明 

神戸大学医学部口腔覚科学教室 

⑤
 
マウス 全胚 培養 法 と顔の形態形成 

0 大隅 典子，中村 友 保 ，朝田総一郎，秋田 正治，横山 篤 ， 

江藤 一洋 

東京医科歯科大学歯学部類研発生 

連絡先 : 〒 113 東京都文京区湯島 1 一 5 一 45 

東京医科歯科大学歯学部領所発生部門 

TEL 03 (813) 6111  内線 5291 ( 朝田給 子 ，横山 篤，江藤一洋 ) 
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第 14 

昭和 63 年 8 月 日本学術会議広報委員会 

日本学術会議の 第 14 期が 7 月 22 日から発足し 7 月 25 日 一 27 日の 3 日間，第 14 期最初の総会が 開催されましたので・ 

その総会等についてお 知らせします。     一一 " 一 。   " 。 ' 一 
の「 第 U4 期活動計画委員会の 設置について ( 申合せ 案 ) 」の 

日本学術会議第 105 回総会報告 提案が行われた。 この申合せ案は ， 第 14 期の活動に関する 

7 月 22 日の第 14 期の発足に伴 い ，同日付けで 内閣総理大 基本的計画の 立案を任務とする 臨時の委員会を 次の定例 総 
臣 による日本学術会議会員の 発令が行われた ( 辞令の交付 金までの間，設置するということを 内容としている。 この 

式は ，総会日程の 関係で 7 月 2H 日に挙行 ) 。 第 14 期の会員 提案は，その 構成等に関する 若干の討議の 後，原案どおり 
は，選出制度が 学術研究団体を 基礎とする推薦方式に 変わ 可決された。 

って後， 2 回目の会員であ る。 この 葉 14 期会員による 最初 総会終了後，直ちに 各部会が開催され ，設置が決定され 
の総会であ る， 第 105 回総会が， 7 月 25, 26, 27 日の 3 日 た第 14 期活動計画委員会委員の 選出等が行われた。 

間 ，本会議講堂で 開催された。 なお，この第 14 期活動計画委員会は ，総会期間中に 第 1 
第 1 日日 (25 日 ) 。 午前中の新会員への 辞令交付 式 に続い 回の会議を開き ，全会員を対象にした 第 14 期の学術会議の 

て・ 13 時に総会が開会され ，直ちに，会長及び 両 副会長の 活動に関するアンケートの 実施を決めるなど ，早速その活 
選挙が行われた。 会員による互選の 結果，会長には ，第 13  動を開始した。 
期の会長であ った近藤次郎第 5 部会員が再選された。 また， 

人文科学部門の 副会長には，大石泰彦第 3 部会員が，自然 

科学部門の副会長には ， 渡 違格第 4 部会員がそれぞれ 選出 
第 14 期日本学術会議会員の 辞令交付 式 

された。 選挙終了後，近藤会長から ，「一生懸命務めるつも 
等について 

りなので，会員の 方々の御協力をよろしくお 願いしたい。 」 第 105 回総会に先立ち ， 第 U4 期日本学術会議会員の 辞令 交 
との就任のあ いさつがあ り，また，大石， 渡 漫画副会長か 付式が 7 月 25 日㎝ ) 10 時 35 分から，総理大臣官邸ホール 
らもそれぞれ 就任のあ いさつがあ った。 で 行われた。 辞令交付 式は ， まず， 第 Ⅰ部から第 7 部まで 

総会終了後，直ちに ，各部会が開催され ，各部の役員で の会員の氏名が 順次読み上げられた 後，会員全員を 代表し 
あ る部長，副部長，幹事の 選出が行われた。 ( 第 U4 期の役員 て最年長者であ る山木正男第 1 部会員が竹下登内閣総理大 
ほ ついては，別掲を 参照 ) 。 臣の代理としての 小渕恵姉内閣官房長官から ，辞令の交付 

第 2 日目 (26 日 ) 。 10 時に総会が開会され ，始めに，近藤 を受けた。 その後，小渕長官から ， 第 U4 期会員に対する 期 
会長が， 第 13 期の会長という 資格で第 1S 期の総括的な 活動 待を込めた内閣総理大臣あ いさつの代読があ り，続いて， 
報告を行った 後， 3 年間を振り返り 特に印象の深いものと 山本正男会員から ，会員を代表して 国民の期待に 沿うよう 
して，脳死問題に 関する討議， ICSU 総会招致に関連する 科 努力したい旨のあ いさつがあ って，式は終了した。 出席会 
学者の自由交流問題，学術会議の 予算等について ，その所 員は 190 人であ った。 なお， 第 U4 期日本学術会議全員の 発令 
感を述べた。 続いて，会員推薦管理会報告として ，久保 克 は， 第 U4 期の始期であ る 7 月 22 日付けであ るが，総会日程 
五 委員長の代理として 事務総長が，第 14 期会員の推薦を 決 との関係で，総会初日の 7 月 2R 日に辞令交付式を 行ったも 
志 するまでの経過報告等を 行った。 のであ る。 

引き続き，会長から 3 日目の総会で 提案・審議する 予定 26 日には，午後の 各部会終了後， 18 時から，小渕内閣官 
の 「第 14 期活動計画委員会の 設置について ( 申合せ 案 ) 」に 房 長官主催による 歓迎パーティーが 本会議のホールで 行わ 
関する各部での 事前討議について 並びに各常置委員会の 委 れた。 小渕長官のあ いさつがあ り，続いて，脇付日本学士 
員定数の決定に 基づく各部での 委員の選出について ，それ 院長の代理としての 石井良助学士院会員から 祝辞があ った。 
ぞれ各部へ付託がなされた。 これに対し近藤会長によるユーモアに 富んだ答礼のあ いさ 

総会終了後，直ちに 各部会が開催され ，前述の申合せ 案 つがあ り，沢田敏男日本学術振興会会長の 乾杯の音頭で パ 
の計議及び各常置委員会委員の 選出等が行われた。 一 ティーが進められ ，活発かつ友好的な 歓談が行われた。 
第 3 日目 (27 日 ) 。 10 時に総会が開会され ，会長から前述 
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第 14 期日本学術会議役員 

会 長 近藤次郎 ( 第 5 部・経営工学 ) 

副会長 ( 人文科学部門 ) 大石泰彦 ( 第 3 部   経済政策 ) 
副会長 ( 自然科学部門 ) 渡蓮 格 ( 第 4 部   生物科学 ) 
( 各部役員 ) 

第 1 部 部 長 黒田 俊雄 ( 歴史学 ) 

副部長 北川 @ 隆吉 ( 社会学 ) 

幹 事 一番 ケ瀬 康子 ( 社会学 ) 

Ⅱ 肥田野 面 ( 心理学 ) 

第 2 部 部 長 西原 道雄 ( 民事法学 ) 

副部長 川田 侃 ( 政治学 ) 

幹 事 経塚 ィ   太郎 ( 国際関係法学 ) 

    山下 健次 ( 公法学 ) 

第 3 部 部 長 島袋 嘉昌 ( 経営学 ) 

副部長 大石幕一郎 ( 経済史 ) 

幹 事 木村 栄一 ( 商学 ) 

    則 武 保夫 ( 財政学・金融論 ) 

第 4 部 部 長 中嶋 貞雄 ( 物理科学 ) 

副部長 田中 部 三 ( 化学 ) 

幹 事 樋口 敬二 ( 地球物理学 ) 

    平本 幸男 ( 生物科学 ) 

第 5 部 部 長 岡村 総 吾 ( 電子工学 ) 

副部長 高村 仁一 ( 金属工学 ) 

幹 事 市 Ⅱ l 博信 ( 計測・制御工学 ) 

Ⅱ 藤本 盛久 ( 建築学 ) 

第 6 部 部 長 江 Ⅱ l 友治 ( 農芸化学 ) 

副部長 中川昭一郎 ( 農業総合科学 ) 

幹 事 飯田 格 ( 農学 ) 

Ⅱ 水間 豊 ( 畜産学 ) 

第 7 部 部 長 小坂 樹徳 ( 内科系科学 ) 

副部長 水越 治 ( 外科系科学 ) 

幹 事 伊藤 正男 ( 生理科学 ) 

Ⅱ 岡田 晃 ( 社会医学 ) 

( 注 ) かソコ 内は，所属部・ 専門 

「対覚報告」について 

本会議では，第 13 期になってから ，その意思の 表出の形 

態の一つとして ，各部・委員会がその 審議結果をとりまと 

めたものを，総会又は 運営審議会の 承認を得て，外部に 発 

表する「報告」 ( 通称「対覚報告」と 言っている。 ) という 

ものができるようになった。 ただし この対外報告は ， 日 

本学術会議全体の 意思の表出ではなくて ，当該対外報告を 

とりまとめた 部 ・委員会限りのものであ る。 

第 13 期には，数多くの 対外報告が総会又は 運営審議会の 

承認を得て出されている。 ここでは，すでに ， この日本学 

術会議だよりで 紹介されているものを 除いた対外報告の 題 

目のみを以下に 紹介する。 

・物理学研究連絡委員会報告一大型ハドロン 計画の推進に 

ついて 

  化学研究連絡委員会報告 一 全国的視野に 立つ化学の新し 
ぃ 研究体制について 

  第 5 常置委員会報告 一 公文書館専門職員養成体制の 整備 
について 

  遺伝医学研究連絡委員会報告 一 「医学教育の 改善に関す 
る調査研究協力者会議最終まとめ」についての 意見 

  第 4 部報告 一 上級研究員制度 ( 仮称 ) の新設について ( 基 
礎 科学振興・充実のための 一方策 ) @ 

  

第 14 期日本学術会議会員の 概要につ 
いて 

この度任命された 210 人の第 U4 期日本学術会議会員の 概 

要を以下に紹介する。 ( カッコ内は双期 ) 

1  性別 男子 208 人 (207 人 ) 
女子 2 人 ( 3 人 ) 

2  年齢別 
50 一 54 歳 5 人 55 一 59 歳 39 人 

60 一 64 歳 85 人 65 一 f69 歳 67 人 

70 一 74 歳 13 人 75 一 79 歳 Ⅰ 人 

  

最年長 76 歳 (77 歳 ) 
最年少 51 歳 (48 歳 ) 
平均年齢 63.1 歳 (61.6 歳   

3  勤務機関及び 職名別 
Ⅲ 大学関係 

  

国 立 大 学 73 人 (101 人 ) 
公 立 大 学 5 人 @  6 人 ) 
私 立 大 学 88 人 ( 77 人 ) 
そ の 他 1 人 @  3 人 ) 

計 Ⅱ = 167 人 (187 人 ) 
(2@  国 公私立試験研究機関・ 病院等 

8 人 @  9 人 ) 
(3@  その他 
法人・団体関係 13 人 @  3 人 ) 
民 間 会 社 7 人 @  3 人 ) 
無 職 15 人 @  8 人 ) 
計 ：。 35 人 ( 14 人 ) 

4  所・ 元 ・新制 

前 会 員 109 人 ( 41 人 ) 

元 会 員 4 人 ( 6 人 ) 

新 会 員 97 人 (163 人 ) 
5  地方則 ( 居住地 ) 
北       3 人 @  5 人 ) 
東 北 6 人 @  6 人 ) 
関 東 132 人 (134 人 ) 
中 き B  15 人 ( 12 人 ) 
近 畿 42 人 ( 40 人 ) 
中国         4 人 @  6 人 ) 
九州 ・沖縄 8 人 ( 7 人 ) 

( 注 )  詳細については ， 日本学術会議月報 7 月号を参照 

  第 5 部報告 一 工学系の大学における 産・官・学の 研究協 
力の在り方について 

  生命科学と生命工学特別委員会報告一生命科学の 研究と 

教育の推進方策について 

  情報学，学術文献情報，学術デ - タ情報研究連絡委員会 
報告 一 情報学振興総合機構の 構想について ( 中間報告 ) 

  商学研究連絡委員会報告一大学における 商学教育の課題 

と方向 
  電子・通信工学研究連絡委員会報告一通信工学の 体系化 

に向けて 

御意見・お問い 合わせ等があ りましたら下記まで 

お寄せください。 

〒 106 港区六本木 7 一 22 一 34 
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活動計画 決 

H 目木ロ 63 年 ml 月 日本学 そ騰 金言議広報委員会 
拙俺壷壷網甲網召招召網韓甲弔召侶侶紺弔紺糾 ㌍ 召 佑佳孝 召紺偉宰招牛召召網召紺召 群侶 繕 群侶 建 孝養佳孝 網 網綱佳孝 接 

日本学術会議は ，このたび開催した 第 1 ㏄ 回 総会において ，第 14 期活動計画と 新しい特別委員会の 設置を決定しました 

ので，その概要をお 知らせいたします。 

祇帝 ナ一 % 帝 ナ寺タ寺 タ帝や拮ヰ涛や           帝タチ タチタ 弄や去タ チタ 臆 タ吾 夢   舵舵援か葮捜 若一時 
日本学術会議第 106 回総会報告 仏期 活動計画 

  

  

日本学術会議第 106 回総会 ( 第 14 期・第 2 回 ) は， 10 月 
19 一 21 日の 3 日間開催された。 

今回の総会の 主な任務は，第 14 期日本学術会議の 活動の 
指針となる第 14 期活動計画を 審議し、 決定することであ っ 
た。 そのために， 「第 14 期活動計画 ( 申合せ ) 」と「臨時 
( 特別 ) 委員会の設置について ( 申合せ ) 」の 2 つの総会 

提案が用意された。 

この 2 つの提案の内容は ，前回の臨時総会 ( 本年 7 月 ) 

で設置された 第 14 期活動計画委員会が ，慎重に審議を 重ね 
て 作成したものであ り，またその 間に 2 回の連合部会及び 

各部会を開いて 各会員の意見を 聴取の上，調整したもので 
あ る。 

この 2 つの提案については ，第 1 日目の午前中の 総会で， 

近藤会長から ，提案説明が 行われるとともに ，同日の午後 

の各部会で審議が 行われた。 
次いで，この 2 つの提案は，第 2 日目の午前中の 総会の 

審議に付され ，最終的 推 敵を期す質疑の 後，採決が行われ ， 

拭芯嚢薯皆援 ㌍手籠 窯釜督塞 男姿 尋億 仁ぷ 笈韻浮 " 動 引戸 
この総会決定により ，新たに設置された 7 特別委員会に 

ついては，第 2 日目の午後に 開催された各部会で ，各部ご 

とに割り当てられた 委員定数により ，委員の選出が 行われ 

た   

次いで， 翌 第 3 日目の午前中には ，各特別委員会の 第 1 

回目の会議が 開かれ，それぞれ 委員長・幹事の 選出が行わ 
れるとともに ，今後の審議予定等について 審議がなされる 

など，早速その 活動が開始された。 

第 2 日目の午後には ， 1 時から 2 時間半にわたって「総 

会中の自由討議」が 行われた。 これは，会員のための 一種 

の勉強会で，総会行事の 一環として行われてきたものであ 

る。 今回は， 第 U4 期活動計画案を 審議する過程で ，会員間 
で特に討議が 活発に行われ ，関心が高かった 課題を取り上 

げて行われた。 まず，島袋嘉 昌 第 3 部会員 ( 経営学 ) から 

「学術的・総合研究」について 意見の発表の 後，関連して ， 

石井古徳第 5 部会員 ( 資源開発工手 ) から発言があ り，続 
いて，井口 潔 第 7 部会員 ( 外科系科学 ) から「人間の 科学」 

について，川田 侃 第 2 部会員 ( 政治学 ) から「紛争 キ ・平和 

学 」について，中川昭一郎第 6 部会員 ( 農業総合科学 ) か 

ら「農業・農村問題」について ，大島康行第 4 部会員 ( 生 
物科学 ) から「 lGBP ( 地球 圏 一生物圏国際協同研究計画Ⅱ 
について，それぞれ 意見の発表が 行われた。 

我が国の科学・ 技術は戦後目覚しい 発展をとげ，経済の 
高度成長とともに ，国民生活の 向上に多大の 貢献をしてき 

た。 しかしながら ，近年世界的規模での 経済・社会環境や 

地球生態系の 激しい変化を 背景に，科学・ 技術の在り方に 

様々な問題が 生じている。 その中には，科学・ 技術と人間 

との 係 わり方の根源を 問い直すようなものや ，学問諸分野 

の再編成を求めるものも 含まれている。 また，国際社会に 

おける我が国の 地位の向上も 加わって， 手 術の面での我が 

国の貢献に対する 国際的期待はますます 強まっている。 
日本学術会議は ，創設以来， 科 手者や学術研究団体との 

連携の下に，その 目的・職務の 遂行に努力し ，我が国の学 
術研究体制の 整備についての 重要な勧告等を 行い，研究所 
の設立などを 含めて数々の 業績をあ げてきた。 また，国際 

協力事業への 参加を始めとして ，世界の学界と 提携しっ っ 

学術の進展に 貢献してきた。 しかしながら ，創設後 40 年を 
迎えた現在，学術を 取り巻く 叫 R 況は，国際的にも 国内的に 

も著しい変化を 生じた。 このような状況を 踏まえて， 第 14 
期日本学術会議は ，本会議の創設以来の 基本的精神を 引き 
続き堅持しながら ，なお一層の 成果をあ げるべく努力する 
ものであ る。 

日本学術会議は ，我が国の学術に 関する重要事項を 自主 

的に調査審議しその 実現を図る機関としての 使命と役割 

を確認した上で ，会員の科学的知見を 結集し，時代の 要請 

に即応しつっ 将来を見通した 基本的理念を 確立し，我が 国 

における学術研究の 一層の推進を 図るために，本会議の 本 

来の目的を，次の 視点から実現することが 必要であ ると認 

識した。 

人文・社会及び 自然科学を網羅した 日本学術会議は ，全 

学問的視野に 立ち，学術研究団体を 基盤とする科学者の 代 

表機関であ ることを認識して ，全科学者の 参加と意見の 集 

約を真摯に図らなければならない。 さらに，本会議が 集約 
した科学者の 意見が政策に 反映するよ う ，他の学術関係諸 

機関と協議の 上，その役割分担を 明確にしつつ ，これらと 

の連携の強化を 図る必要があ る。 

また，学術研究団体を 基盤とする日本学術会議は ，関係 
あ る字 術 研究団体等 か弓 推薦された科学者を 中心として構 
成される研究連絡委員会の 重要性を認識し ，その活動を 強 

化するとともに ， 軍 術研究団体の 活動を助長し ，研究基盤 

の強化を図り ，高度化する 学術の発展に 貢献する必要があ 

る。 

我が国の科学者を 内外に代表する 機関であ る日本学術会 
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議は ，国際社会における 我が国の地位の 向上と海外諸国の 

期待にこたえて ，学術の分野における 国際協力を飛躍的に 

拡大する必要があ る。 

日本学術会議は ，真理を探究するという 理念に立脚し ， 

社会に開かれた 学術の在り方と 国際性を重視し ，その健全 

な発展を図るため・ 学問・思想の 自由の尊重と 研究の創意 

への十分な配慮の 下に，長期的かつ 大所高所の視点に 立ち， 

創造性豊かな 研究を発展させることが 必要であ る。 

日本学術会議は ，以上の諸点を 踏まえ，科学者の 総意を 

代表してその 精神を高揚 し ， 21 世紀に向けて 学術体制及び 
研究・開発の 望ましい在り 方を検討して ，我が国の学術政 

策に指針を与えることにより ，国民の期待にこたえるとと 

もに，人類の 福祉と世界の 平和に貢献することを 期するも 
のであ る。 

l. 重点目標 
第 14 期活動計画の 重点、 目標は ， 次のとおりとする。 
(1) 人類の福祉・ 平和及び自然との 係 わりを重視する 手 
術の振興 

科宇 ・技術の著しい 発展は，人間生活を 豊かにする 

と同時に，現代社会の 高度な複雑化とあ いまって，人 

間社会に新たな 緊張をもたらし ，人類の福祉・ 平和 及 

び 自然環境を脅かすのではないかとの 疑念を招いてい 

る。 人類の福祉・ 平和及び自然との 係 わりについて 十 

分に配慮しっ っ ，学術の総合的振興を 図ることは， 21 

世紀へ向けての 極めて重要な 課題であ る。 これは，人 

文・社会及び 自然科学を網羅した 本会議の特長を 十分 

に発揮してこそ 可能となるものであ る。 学術の振興と 

発展の人間，社会及び 自然への望ましい 貢献，好まし 

くない影響の 防止について 具体的構想を 樹立し，あ わ 

せてこれに対応する 社会の体制整備に 明確な指針を 提 

示する。 

なおまた，今日の 社会的現実力斗 是 起している複雑な 

問題を解決するには ，既成の個別的研究領域のみでは 
十分に対応し 得ない。 直接に関係する 研究だけでなく ， 

広く諸科学が 積極的に関与すべきであ ることを十分に 

考慮し，多くの 研究領域が，その 独自性を保ち 一層の 
深化を図るとともに ，共同の努力を 行い，研究の 内容， 

学問体系の変革にまで 進むことによって ，総合的な研 

究の在り方を 追求することが 必要であ る。 

(2) 基礎研究の推進と ; 者科学の整合的発展 
学術の発展には ，基礎研究の 推進が不可欠であ るこ 

とは言をまたない。 我が国の字術の 国際的地位の 確立 

を目指し，その 発展に向けた 長期展望・将来計画を 策 

定するための 基盤となる基礎研究の 推進に，積極的に 

取り組む必要があ る。 

また，手術の 領域は広範多岐であ り，それぞれの 領 

域ごとに方法論も 異なり，研究者の 求めるものに 大き 

な 違 いがあ ることを十分に 考慮し，それぞれの 研究者 

の声を聞き，それぞれに 適した育成策を 講ずる必要が 

あ る。 それと同時に ，学術研究の 動向を考慮し ，いわ 

ゆる手際領域や 字間の総合化に 留意しつつ，諸科学の 

整合的発展を 図ることが重要であ る。 

以上のため，第 13 期においては ，学術研究動向に 関 

する調査研究を 行 い ，我が国の学術水準の 国際比較 

やその発展を 阻害する諸因子などを 指摘した。 今期に 

おいては，この 調査結果を検討しっ っ ，これを基礎に 

して，創造性の 基礎となる個人の 着想を重視し ，革新 

的研究の強化等を 積極的に図るとともに ，一方におい 

ては，学術研究体制や 社会・産業構造等に 内在する創 

造性を阻 む 負の要因の解消に 向けての建設的提言を 行 

う など，手術の 向上発達のための 具体的方策を 審 ; 潮足 

音していくことが 必要であ る。 

(3) 国際関係の重視と 国際的寄与の 拡大 
宇 術 研究は，本来，真理の 探究を目指す 知的活動で 

あ り，その成果は 広く人類共通の 資産として共有され 

てきた。 そのことから ，手術の国際交流は ，学術研究 

にとって内在的な 要請であ り，その在り 方に常に関心 

を払 う 必要があ ることは言 う までもない。 

一方で，我が 国の国際的地位の 向上に伴 い ，その軍 

術研究が国際的貢献を 果たすことに 対する要請は ，一 

層強まってきている。 特に国際平和の 推進や環境問題 

の 解決等，ひわりる 地球的あ るいは国際的規模の 課題 

について，我が 国の研究を充実させつ つ ，全世界の科 

学者との協力を 拡大することへの 要請が増大してきて 
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 影響を及ぼす。 偏ったナショナリズムの 立場を排しつ 
つ ，学術の健全な 発展を促進するための 国際的コンセ 

ンサスの追求に 我が国も努力をするとともに ，相互協 

力と相互依存の 下の国際社会に 対応していくために 開 

かれた我が国自体の 学術研究体制の 整備が求められて 

いる。 

以上のような 状況から，本会議が 築いてきた国際学 

術交流・協力の 在り方についての 諸原則と実績を 踏ま 

えつつ，学術の 国際交流・協力の 飛躍的な拡充強化を 

図り，国際的寄与を 格段に拡大することが 極めて重要 
であ る。 

2. 具体的課題 ( 要旨 ) 
次の琳題を選定した。 
(1) 科学者の倫理と 社会的責任 
(2) 学術研究の長期的展望 
(3) 研究者の養成 
(4) 研究基盤の強化と 研究の活性化 
(5) 学術情報・資料の 整備 

(6) 学術研究の国際交流・ 協力の飛躍的拡大 
(7) 国際対応への 積極的取組み 

(8) 平和及び国際摩擦 
(9) 人間の科学 
㈹ 医療技術と社会 

(11) 生命科学と生命工学 

(1 ヵ 農業・農村問題 
㈹ 資源・エネルギー 問題 

(14  人間活動と地球環境 
(la@ 高度技術化社会 
3. 具体的課題への 対処及び臨時 ( 特別 ) 委員会設置の 基 

本方針等 ( 省 B&) 
Ⅰ今回の総会決定により 設置された特別委員会Ⅰ 

・ 平和及び国際摩擦に 関する特別委員会 

・ 医療技術と社会に 関する特別委員会 

・ 生命科学と生命工学特別委員会 

・ 農業・農村問題特別委員会 

  資源・エネルギー 問題特別委員会 

  人間活動と地球環境に 関する特別委員会 
・ 高度技術化社会特別委員会 

Ⅰ。 m"w 。 " 。 "" 。 --m-- mmmm" 。 Ⅰ 
[ お 寄せください。   

[ 〒 106 港区六本木 7 一 22 一 34   

ヒ日本学術会議広報委員会電話 03(403)629 と」 
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く 新入会員 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 )   ( ①テーマ ②材料 ) 

村上 弦 東京 医 函人，解剖Ⅱ 〒 113 文京区湯島 L5 Ⅱ 5 ①体節の分化 

②ニワトリ・ウズラ 

永山 正雄 国立東京第 2 病院神経 〒 152 目黒区東が丘 2-5-1  ①神経組織の 再生・修復 

内科 

㈱清水 克彦 都立大・ 理 ・生物 〒 158 世田谷区深沢 2-1-1  ①形態形成・ 細胞分化 

②ウ ニ 

㈲ 桂 奏 京都府医大・ 病理Ⅱ 〒 602 京都市上京区河原町 通 ①受精・着床 

広小路上 ル ②マウス 

㈲鎌田 康之 早大・教育・ 生物 〒 160 新宿区西早稲田 1-6-1  ① DNA 修復と細胞分化 

②ウニ 

浅木 憲 福井医大 〒 抽 -11 吉田郡松岡町下合 同 ①神経発生 

小田 裕子 帝京大・ 薬 ・生物化学 〒 鵬 ・ 01 津久井郡相模湖町 ①動物レクチン 

寸沢嵐 10gLl ②ニワトリ，ヒト ，マウス 

林 基治 京人・霊長類 研 〒 484 犬山市宮 林 ①脳内神経ペプチド 

②サル 

 
 

徳永 智之 日本全 薬 工業・中央研 〒㍾・ nl 郡山市安積 町 笹川手 

平 / 上ト 1 

宮田 雄平 日本医大 〒 113 文京区千駄木 1-1-5  ①神経系の発生・ 分化 

②ラット 

米谷 尚子 丸紅飼料㈱ 〒 弼 ・ 13 小野市新部町小壺 1292  ① トラソスジ ，ニック 

マウス 

②マウス 

㈱小坂美津子 阪大 ・微生物癌研 〒 565 吹田市山田 丘 3 Ⅱ 

㈱佐藤 元信 東北大・ 理 ・生物 〒 980 仙台市荒巻 字 青葉 

㈲飯尾 明生 

㈱鈴木 一好 筑波大・生物科学 〒 305 つく ぱ 雨天王台 1-1-1  ①有性的細胞融合 

②細胞 牲 粘菌 

㈱田畑 純 広大・総合科学 〒 730 広島市中区東千田町 ①アフリカツメガ ヱル の 

1 一 1 一 89 初期発生 

②アフリカツメガエル 
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( 氏 名 )     ( のテーマ ②材料 ) 

㈱羽州 祐吾 筑波大・生物科学 〒 305 つくば市天王台 1-1-1  ①有性的細胞融合 

②細胞性粘菌 

㈱阿部 知顕 東北大・ 理 ・生物 

㈱大森 丘 東北大・ 理 ・生物 

㈲面見 愛子 東北大・ 理 ・生物 

〒 980 仙台市荒巻 字 青葉 ①細胞分化，細胞増殖 

②細胞性粘菌 

〒 980 仙台市荒巻 字 青葉 ①細胞周期と 細胞分化 

②細胞性粘菌 

〒 980 仙台市荒巻 字 青葉 ① マク p シスト形成 

㈱橋本 尚子 お茶の水女子大・ 館山 〒 桝冊 館山市 香 Ⅱ 

臨海 

㈱ 橋戸 和夫 阪大 ・微生物病所 〒 565  吹田市山田 丘 3H 
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㈲小池 学 東北大・ 農 ，畜産 〒 980 仙台市堤通雨宮町 ト 1 

㈱ 豊泉 龍児 東大・ 理 ・動物 〒 113 文京区本郷 ト 3 Ⅱ 

㈲田嶋 克史 山形大， 医 ・病理Ⅱ 〒㎜ 榔 山形市蔵 王飯田芋 

西ノは ll 

㈱近藤 勝美 睦生所・形態形成 〒 444 岡崎市明大寺町 字 

西郷 中 ㏄ 
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倉持 朗 埼玉医大・皮膚 〒 鮒刊 入間郡毛呂山町 

辛目本郷 38 

鮫島 功一 ，。 テ ファーム・ラボ 〒 鵬 - ℡宇土 市栗崎町 1285 

②細胞性粘菌 

①那成 熟 における卵核胎 

内因子 

②ヒトデ 

①マウス 価 発生 

②マウス 

①マウス生殖細胞の 分化 

②マウス 

①細胞行動の 解析 

②ニワトリ 胚 

①造血器発生 

②ニワトリ 

①器官形成 

②霊長類・有尾類 

①造血微小環境 

②ウサギ骨髄 

①神経 冠 
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く所属・住所変更 ノ 

  

  

て 氏 名 ノ ( 所 属 ) ( 住 所 ) 

岩 田 文 男 釧路公立大・ 教養・生物 〒 085  釧路市芦野 4-1-1 

野 呂 知州 子 新技術開発事業団 〒 134 江戸川区西葛西㌻ 6 Ⅰ 7 

西 田 家 記 神人・教養・ 生物 〒 657  神戸市灘区 鶴甲 L2 円 

㈲小 畑 秀 一 名犬・ 医 ・解剖 T 〒 466 名古屋市昭和区 鶴錦 町 65 

桜 井 隆 繁 福島県立医大・ 中央研 〒 960  福島市光が丘 1 

中村   治 〒 569  高槻市西真上 h 2-21-11 ( 自宅 ) 

中 津 試 薬 安研 ・ 光 支所 〒 743 光市北井手武田 4720 

宮 崎 俊 一 東京女子医大・ 生理Ⅱ 〒 162  新宿区河田町 8 円 

太 田 博 己 コヒ 海道上水産 蝉 札場 〒 061 Ⅲ 恵庭市 北 柏木町 3 

中 江 裕 樹 東芝総研・基礎研 〒 210  川崎市幸区小向東芝町 Ⅰ Ⅰ l 

森沢正昭 東大・ 理 ，臨海 〒 盤 8.02 三浦市姉崎町小網代 1024 

田 代 康 介 九天・ 理 ，生物 〒 812  福岡市東区箱 崎 6 Ⅱ 叶 1 

㈲倉 田 祥一朗 東大， 薬 ・微生物 〒 113  文京区本郷 7 円 司 

㈱舟 橋・淳 一 名犬・ 理 ・分子生物 〒 464  名古屋市千種区不老町 

高 本 薫 京都府医大・ 生物 〒 603 京都市北区大将軍 西 鷹司 町 13 づ 

林 真 一 能 大 ， 医 ・免疫病理 〒 862  熊本市本荘 2-2-1 

嶋 田 拓 広大・ 理 ・動物 〒 730  広島市中区東千田町 1-1-89 

小 松 靖 彦 相模中央化学研 〒 229  相模原市西大沼 4 ⅡⅡ 

金 井 昭 夫 東大・ 薬 ・薬品 ィ 田単 〒 113 文京区本郷 7 円円 

  健 一 理 イヒ研 ・植物 〒 雛仙 和光市広沢 2-1 

沢 田 均 東工大・ ロ ・生命理学 〒 152  目黒区大剛 U ㌻ l ㌻ 1 白 井 浩 子 岡山大・ 理 ・臨海 〒 701%  邑久郡牛窓町 鹿忍 130 

沢 田 美智子 東工大， 理 ・生命理学 〒 152  目黒区大岡山 2 円 2 Ⅱ 

く 退 会 ノ 

高橋淑子，八田 公平，古川 秀樹，古野 伸 W, 来 庶 兄 忠 ，河野剛志，加藤洋一 

片 島 亮 ，渋谷 徹 ，只野 正志，只野 柳 ，木杯由美子，奈良 典明，増井 徹 

増田 秀雄，羽地 建次 ，高山 洋Ⅰ斉藤修治，遠藤         高久保文恵，清水信幸 

，二木、 馨 ， 礒 合 致，姉田 勲 司 ，木村 友 厚 ，橋本 孝二，谷口 泰史，上田 泰次 

水野美賀子，小鼻 有加利 ， 濱畑 紀 
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( 賛助会員 コ 

タイプ別コラーゲ ソ 抗体は㈱アドパンスヘ 〒 103  中央区日本橋小舟町 5-7 

TEL 03-667-1551 

組織培養はパイン " クスコー ヱソグ の岩城硝子㈱ 〒 100  千代田区丸の 内 3-2-3 

TEL  03-214-7401 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋書㈱ 〒 211  J 川崎市幸区小倉 61 いト 506 

TEL  044-533-0470 

㈱武田薬品工業中央研究所 〒 532 大阪市淀川区十姉本町 2 Ⅰ 7 づ 5 

TEL 06-300-6835 

試薬・機器の 御用命は名古屋片山化学㈱まで 〒 460  名古屋市中区九の 内 3HL4 

TEL  052-971-6531 

日製産業株式会社 〒 453  名古屋市中村区 名駅 4 ㎡ イ 8 
( 名古屋ビル 内 ) 
TEL@ 052-583-5846 

バイオテクノ p ジ 一で未来をひらく㈱バイオ 科学研究所〒 990 山形市城西町 5 円仁 5 

TEL 0236-44-5030 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 〒 102  千代田区九段南 4-3-12 
TEL  03-262-5256 

藤本理化 〒 113 文京区内 ケ丘 2 円 4 Ⅱ 2 

TRL  03-827-8151 

最良の選択ファルコソ 組織培養器具ベクトン・ティッキンソン・オーバーシーズ Inc   

〒 107  港区赤坂 8-5-84  高膝ビル 

T  E  L  03-403-9991 

三菱化成生命科学研究所 〒 194  町田市南大谷 11 
T  R  L  0427-24-6226 

マウス・モノクローナル 抗体 ( アロ抗体 ) は明治乳業㈱〒Ⅰ 04  中央区京橋 2-3-6 
TEL  03-271-4333 

試薬及び理化学機器販売理科研㈱ 〒 463 名古屋市守山 区 九卿 2 イ 07 

TEL 052-798-6151 

科学の技術に 奉仕する理工学社 〒 113 文京区 本 駒込 5-9H0 

TEL  03-928-5211 

次代を担うバイオテクノロジ 一和 研薬 ㈱ 〒 606  京都市左京区北白川西伊織 町 25 

TEL  075-721-0491 

(50 音 JlK) 
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学術研究用人工海水 

Ⅰ特 長 Ⅰ文 献 
「．各元素の 含量は外洋水の 分析 値 による。 1.@Jamar@@   U:   atow ， H ． (1986)@Behavi   r@of@sea 
2. 完全に溶解する。 urchin@pri   ary@mesenchyme@cells@in@artificial 
3. 分割使用できる。 extracellular@ matrices ， Exp ・ Cell@ Res ， 162     
4. 水質は極めて 安定で自然海水のようなバラツキが 401 一 410   
ない。 

2. Jamarin  S:  Umezawa,H.,  Okami,Y., 
5. 経時変化しない。 Kurasawa ， S ，， Ohnuki ， T ，， Ishizuka ， M ，， 
6. 研究の目的により 色々の種類があ る。 Take 口 chi, 丁 ・， Sh Ⅱ 0 ， T.and  Yuga Ⅱ， Y.(1983) 
7. 殆 んどすべての 海の生物に使用できる。 Mari   actan,@antitumor@po@   saccharide@pro- 

  
duced@ by@ marine@ bacteria ・ J ・ Antibiot ・ 36     

471 一 -477   

Ⅰ主要元素の 含量 (9/d) 3. Ca-free  Jamarin:  Sh げ a@H.,  lkegami,S 。 

Cl@ 16.947@ Na@ 9.311@ Mg@ 1.137 Kanatani ， H ． and@ Mohri ， H ・ (1982)@ RegUa ， 

S  0.774  Ca  0.395  K  0.344 tionof8pe ァ m  mot Ⅲ tyin  sta パ ish.l.lnhibition 

of て Ⅱ lovement. Develop,,G Ⅱ (Owth  and  D ℡ e ダ   

24:419 一 428. 

4.，a ， Mg-free゛amari   :｀itsunaga ， K ，， FUi   o ， 
Ⅰ種 類 
「． JAMARlN U( 一般用 ) ㍊ ; 庶 lYa ㍊ おぽ ㍊ し 1.(1 ぷ品 ㍊ Pe    H は潟 目早 ; 窯甲 
極めて 易溶 、 丁 rip@e streength まで溶解可能。 sPcu@@   caCfi   ati   n@ @@   embryos@of@the@sea 
ウ 三婆 胚 形成率 布蹉卯仮 ⅠんぬⅠ ム ass@W/ 何 … 98% urc Ⅱ     n ， Hem@   entrotus pu@   herrimus ， 

2. し AMARlN S( 滅菌用 ) Develop.,G ァ owthand  Din0r.29:57 一 70   

オートクレーウインバにより 濁りや、 沈澱を生じな 5.@Sulfate ， free@ Jamarin:@ Yamaguchi ， M ， and 

い。 Ki   os Ⅱ     ta ・ S ． (1985)@POi   acchari   es@sUfated 
ウ ニ 嚢胚形成率 Ⅱ 月苗 ㏄ idaan は併俺 s7% 竹田… 96.3% at》he》ime｛f“astrulation（n‘mbryos｛f》he 
3. その他のし amar 旧 sea@urchin@Clypeaster@ Ⅰ   ponicus ， Exp ， Cell 
Ca-freee 」 AMARlN   Res ， 159     353-365   
Ca. Mg-frnee 」 AMARlN 6. My  Sea: 」 utz, D.A"  lnou6,S.(]986) 丁 e. 
Sulfate-free 」 AMARlN chnics’or｛bserving〕iving“ametes‖nd 

    4. MySea embryos ・ @@   Methods@@@   C0l@ Bi   l   gy@(T   

ポリ袋入り粉剤だけの 人工海水です。 実験動物の飼 E ， Schroeder ， ed ， ) ， Vol ・ 27 ， p ， 91.@ Academi   

育にお使い下さい。 Press ， 

Ⅰ 

ジャマリンラボラトリー 
〒 536  大阪市城東区 鴫 野面 2 丁目Ⅱ 番 5 号 電話大阪 (06)968 一 3154 
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究 
動 で強力冷却 

Ⅰ経済的な節電タイプ 
高性能冷凍機は 運転時間が少なくてすみ ，とても経済的です。 
Ⅰ抜群の冷却効果 
j6, 却 面積の大きな 、 ， &, 却器 が効率よく 海フ 火を冷やします。 
e 確実な水温制御 

信頼性の高いサーモコントローラを 使用し，自動的に 正確な水温帯 lJ 御 
が 出来ます。 

Ⅰ ォお ムタイプの設置 例 とその循環囲 Ⅰ循環タイプの 設置 例 とその循環囲 

Ⅰ 芋生込 タイプⅠ上様 表 Ⅰ循環タイプ 仕様 表   
TKC@ 200C 

TKC@ 200 TKC@ 300C 

TKC@ 300 TKC@ 400C 

TKC@ 400 TKC@ 600C 

TKC@ 600 TKC@ 750C 

TKC@ 750 TKC1.100C 

TKC1 .100 TKC1.500C 

TKC@1,500 TKC2.200C 

TKC2.200 C130 下火   

Ⅰ使用水量により 機種を選存し 下下さい。 多少大きめの 機種を選ばれた 

e 方がより効果的です。 使用限度水量は 外気温 32 。 ， C 、 ・冷却水温 18 でで算出してあ ります。 機械 
の 設置場所，水槽の 材質・環境の 差異変等により 使用限度水量が 異な 
します。 

丁日」 

a  東京都豊島区要町 2T 目 8 番地 (959)38 (955)40 空 日日 フ 三光 医 理化株式 
一 18 一 



生 究関 A の U 八 
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暉
ク
 にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷却装置です。 

a?@ a 
HC061A-3 

HC101A-3 

HC131A-5 

HC201A-5 

HG301A-5 

HC401A-5 

ク - う - ヒ - ク - 
65% 300 Ⅱ 

100W 8O0W 

二 %0W 500 り 

200W 500 Ⅱ 

300 Ⅱ 500 Ⅱ 

400 Ⅱ 5O0W 

概略水量 
120  1 

160  1 

260  1 

360@ 1 

670  1 

1000  1 

価格   
￥ 196,000 

￥ 207,000 

￥ 220 ， 000 

Y237,000 

￥ 298,000 

も 85,000 

  

  

  

Ⅰ温度コントローラー 
温度を精度良く 一定に保つことがてきます。 循環ポンプなどの 

使用に便利な 予備コンセント 付き。 苦報付きなど 各種あ ります。 

廻 
形式 設定方式湿度指示 温度目盛 制御方式 価格   
TA200 Ⅹ アナロバ なし -50- 50 。 C 比例式 ￥ 26,000 

TA2O1 ド アナロバ 全指示 0 ～ 50 。 C 比例式 滞 8,000 
TD202 米 デジタル 偏差指示 0-99. 梓 C  . ょヒ 例式 ￥ 29,000 

TA300-S  アナロ ク   なし 0 @  50 。 C  三位置 ￥ 37,000 
TA301-S  アナロク   全指示 0 ～ 50 。 C  三位置 ￥ 44,000 

TD302-S  テ シタル偏差指示 0 ～ 99.9 。 C  三位置 ￥ 48,000 

TD303-S  デシタル全指示 0-99.9 。 C  三位置 ￥ 58.000 
社 ) 棚渦 抵抗体と併せてご 使用下さい。 
米印はサ @  ミスター 測温体 ￥ 1,800( 空気用 )  れ ， 000( 水屑 ) 

無印は白金 側混体 シース材質 SuS304 ￥ 7,900  TI ￥ 12,000 

口低温恒温循環水槽 
実験台上ても 使用できるように 極めてコンバク ト にまとめた 低 

温 恒温循環水槽てす。 水温 は 低温から高温までを 任意に設定す 

ることがてきます。 外部循環機能をそなえておりますので 恒温 

水槽のほか、 カラムの冷却、 保温など 
形式Ⅰ T 6 ㌃ 300-S 

使用温度範囲 :0 ～ 50 。 C 

温度調節精度 吐 0 ． l 。 C 

外形寸法 :W42OXD330XH340 

槽内寸法り 153XH187 

冷凍機 :65w 

ヒーター ぬ 00 Ⅶ 

価格 卍 250 ， 000 
  

Ⅰ温度勾配装置 ( ウ ガーターバス ) 
・温度調節水槽はそれぞれ 独自の温度に 設定できます。 
@ 精度の高 い 恒温が得られます。 温度の設定はデジタル 式。 
。 振 とう装置付きもあ ります。 

形式． TG ト Ⅱ三連 )/TGH-6( 大連 ) 

使用温度範囲． 0-50 。 C 
温度調節精度 吐 0.05@  士 0 ． l 。 C 
槽内寸法 :150X260X150X3/X6 

冷凍機 :200W/300 Ⅶ 

ヒーター :g0HX3/X6 

価格 : ￥ 620,0007 ￥ 780.000 

■恒温コンテナー 
蓄冶 体の融解速度を 微妙にコントロールして 桓温を保っ小型の 

桓温輸送用コンテナ - です。 凍結したら困るあ らゆる物体の 低 
温での恒温輸送に 威力を発揮します。 商用電源、 大型バッテリ 

ーを使用しないので 可動性に富みど 

形式 : CTC 421 
外形寸法 : 407X1g3XH298 
庫内寸法 : 246X122XH200 
町Ⅳ 升ヂア舛 設定、 ヂア舛 表示 

価格 : ￥ 78,900 ( 蓄冶体 -15 。 C 付 ) 

Ⅰ恒温ボツクス 
四面全面加熱冷却の 新方式に よ る高性能の恒温ボックス。 庫内 

は精度 よ く一定温度に 保たれ霜が付かず 乾燥しません。 
形式 田 TA 452-1 

外形寸法 :H700XD4SOXH440 

樽 内 寸法     か 380XH350 
温度範囲 :10-40 。 C 
冷凍機 :65H ヒ - タ -:100 Ⅱ 
蛍光灯 :32W タイマー :24h 

価格 卍 350,000 

■ポータブルインキユベーター 
小型軽量、 持ち運びが容易です。 庫内は精度よく 一定温度に保 

たれます。 冷凍機とヒーターを 備えていますので 庫内を低温 
(0 。 0) から高温 (40 。 0) まて任意の温度に 設定することが 

できます。 電源は交流・ 直流両用てす。 車載用として 搬送、 野 

外での使用の 他研究室内で 利用することができます つ 

透明蓋付もあ ります。 
形式 :CTH 305 

外形寸法 :631X360XH373 

槽内寸法 :350X280XH260 

価格 卍 187.000(12V 用 ) 

口 水生生物環境調節善司直 
各種の魚介類が 飼育てきます。 各機器はユヱ ヴト 形式を採用。 

点検管理が容易です。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ 

ーラ ハ フイルター、 循環ポンプなどは 全て海水仕様です。 
      ト - 旦 -,  1 ガラス 水拍 

2
3
4
5
6
7
8
9
 

け
 

朗 鉄製架台 
オ - パ - フロ - 袈仮 
フイル タ - 
緒瞭 ポンプ 

加怒 冷却ユニ ソト 
温度コント 皿 - ラ ー 
拾水甘 

本柏排水 
フイル タ - 排水 

ヤ 式 水 槽 ク - 汁 ヒート 価 格 

ARA@ 9.5-101A-5@ 900x500x450@ 100W@ 500H@ @459,000 

ARA@ 9 ， 6-131A-5@ 900X600X600@ 130W@ BOOH@ @663,000 

ARA12.5-131A-5@ 1,200X500X500@ 130W@ 500H@ @678,000 

ARA12.6-201A-5@ 1,200x600x600@ 200W@ 500W@ @858,000 

ARA15.6-301A-10  1,500X600x600  300W  1.OOOH  @1,005,000 

ARA15.7-401A-10@ 1,500x750x750@ 400W@ l ， OOOH@ @1,297,000 

ARAl8.6-3o1A-l0 1,800X600x600 300 Ⅱ 1,000 Ⅱ 辛 1,107,000 

ARA18.7-401A-10@ 1,800x750X750@ 400H@ l.oooW@ @1,475,000 

アクア株式会 ネ T 〒 14 丁東京都品川 E 西五反田二丁目 10-8 TEL03-495-5668 FAX03495 円 688 
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凧 
ライフインダストリ 一の三菱化成が 採血から 河過 まで一貫国内生産 

  
最終 淳過は孔径 0 ． ル m の 々  ンブレンフィルター 使用 

生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生侍牛から 採血 

生後 2 週間以内の新生侍牛から 採血 

l .5 才以上の牛から 採血 

  
  

  Armour  PharmaceuticaI Company  (U.S.A.) 製造 

(Rehatui   @@ F ． S ， ) 

生後 @6 週間以内の仔牛から 採血 

何れも 沖ッ トチェック用サンプルを 提供致します ; 

三菱化成工業株式会社医薬事業， B 

台 06 は 08)4%0( 直通 ) 〒 @00 東京都千代田区九の 内 2-5-2( 三菱ビル ) 大阪支店化成品部門名古屋支店化成品部門 5052(562)2556( 直通 ) 
公 03(283)679@( 直通 ) 

東京支店化成品部門 九州支店化成品部門 
な 03 は 8 の 6l00( 直通 ) 容 092(29 り 889l 
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増殖を支える 大 培地 

ト高圧蒸気成苗可能 
KM 含有 Na Ⅱ Cc0 ， 上 -Qln 不合 イーグル M 三 M 培地① コ NaHoo, 不吉 フィッシヤ一の 培地 

% 高圧蒸気滅菌可能 イーグル MEM 培地② Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 NaH00 ，・」、 Gln.P 日本吉 KM 含有 NaHoo, 士 ． Qln 不合 日 St 音的 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
NaH00 ， ， L- 回 hn.PR.KM 不合 イーグル MEM 培地③ Ⅰ NaHoo, 不合 ハンクス 液 ① 
■高圧蒸気滅菌可能 浮遊士 き善 用 イーグル MEM 培地④ Ⅰ NaHoo,.FPR 不合 
KM 含有 NaHool, 」 -Gln 小舎 ハンクス 液 ② 
Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 KM 含有 NaHC03   
L-Gln.L-Are. 」 -,Leu.L-MBt. 」 --PhB 不合 イーグル M 三 M 培地⑤ Ⅰ NaHoo, 不合 ア - ル 液 
Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
NaHoor.L-Qln 不合 イーダル BMEt 吾地 ダ Ⅰレベッコ PBS( 一兆 肋 キミ 

イーグル M  EM アミノ酸ビタミ 二刀音 地 ■ダルベッコ P 目 Es 用 金属塩類溶液 
下 NaH003 手合 

ダルベッコ 空 法イ - グ ノ囲吾地 ① 
Ⅰ無菌凍結乾燥   グ Ⅰ レ タミン 

% 高圧蒸気成画可能 
NaHn0l. 」 -,(:ln 不合 ダルベッコ 変法 イーグル培地② 
BNaHCo, 不合 

i99 培地 製造発売元 

Ⅰ NaHCo, 不吉 
ハム 臼 2 培地 

Ⅰ NaHoo, 不合 

日大製薬株式会社 
RPMIl640 倍 m 也の 本 社 〒 l70 東京都豊島区巣鴨 2 一 Ⅱ 一 l 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
電話 0 3 (9 l 8) 8 l 6 6 ㈹ 

NaHoorL-nln 不合 RPMIl640 培地② 営業所 東京・関東・ 大阪・名古屋・ 広島・福岡                       
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型式 LP-l ㏄ LP-l ㏄ LP-200 
@ 士 m 桶 一 S 型 一 S 理 一 S 理   
温 度 +5 せ +5 で +5 で 
悔 囲 - 何せ -45 せ -45 で 

  価格   26 万円   30.5 万円   32 万円     
        
隠その他いろいろな ク イ ブ があ ります。 

  

虫 ) 飼育の本格派 ソ 

回 
Ⅰ LH 型 十 5 せ一 45 で 
価格 1 坪 1,190.000 円 
より各種 

● LP 型 十 18C 一 45C 

価格 1 坪 1,290.000 円 

より各種 

米 詳細はプレハブシリー 
ズ カタログをご 請求 下 
さい。 

NKB 一 VS 一 850 

NKB 一 VS 一 1300 

NKB 一 VW 一 850 

￥ 1,200,000 
NKB 一 VW--1300 

￥ i,500,000 
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1957 年、 組織培養器具にプラスチックの 時代が始まった。 

  
7956 年竹戸、 米国 Emeryville の海軍微生物研究所 なうさまさまな 問題点を一挙に 解決し、 組織培養 
では、 人や動物の細胞をポリスチレン 製ティ ツシ 0 分野に大きな 前進をもたらしました。 

コで 培養することに 興味を示しました。 そして今日まで、 ファルコンの 活動は 、 よ 
このことにい ら 早く着目したファルコンで りす くれた組織培養器具を 開発すること 

は 、 フラスチック 表面における 細胞の付着   

や 増殖について 研究を進め、 「 957 年ついに その成果として、 最近ではより 高度な表面 

組織培養処理を 施しに高品質の ブ ラ 処理を施したフライマリア 組織培養器具を 
スチック製ディツシュの 開発に成功 あ 届けすることもできました。 

クトン・ ヂイソ キンソン株式会社 on@ Dickinson@ Labware 
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末紫 外吉 トフィルターを 装着 ソ 

従来の可視部フィルタ 一に加えて 

  紫 外部フィルターを 装着しました。 

米コンピュータ 制御可能 ソ 

コンピュータによる 操作 お ． よ び デ   
一タ取り込みができます。 

米 77 種類の測定表示モ - ド ソ 

    

ぎ ㊥大日本製薬株式会社 ラボラトリープロダクツ 吾に 〒 丁 564 三 Ⅰ大阪 大阪府吹田市正の (06)386 一 2l64( 本町 代表 33-94 ) 提携 (D Ⅰ low 口 abo Ⅰ 6%0rlles 4-8 

一 TOMY 
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ミニゲル電気泳動システム《ミューピッド -2 》 

ミューピッド -2 は、 泳動槽・パワーサプライ・ゲルメーカー 

セットを組み 合わせたコンパクトな 電気泳動システムです。 

核酸・タンパク 質など様々な 泳動が可能です。 

0 お 一人に一台以上。 

e 安全、 軽量、 簡単な操作。 

e 学生の実習用など 教材としても 最適。 

米 部品の別売もして お ります。 

超安価￥三日， 8 口 0 
( 抽 GE 調製用カバー、 電源及びゲルメーカーセットを 含む ) 

  "  ( 抗血清シリーズ ) 

Ⅰ全血清 ( 留分 ), の凍結晶、 高 力価 。 
Ⅰ細胞骨格タシ ぐク質 、 ホルモン、 酵素等に豊富 

な商品群。 

    

染色例 :Type Iv Collagen (Bovine Skin) 

米匝 d 巨 S は 、 ㈱アドバンスが 製造した免疫研究用試薬に 対する登録商標です。 

( シリーズ 品 ) 

細胞骨格タンパク 質 

    
  ホルモン     

仁 抗 原 ) % ゑ⑪ 鯉 翻は新製品 
( ウシ ) タイプ I 一 W コラーゲン、 ( ヒト ) タイプ W 一 V コ 

ラー 仁ノ、 ． % 鸞まぶゑ % ゑ 綴救簸蕊鰭 総総 翻黛艶襯翻 % ゑ 惑姦穏 
撚鍵轍鰯鰯鱗熱蕊 アクチン、 ミオシン、 チューブリン         
辮 % ゑ ゑ遼鰯篤箆鰹靭 ， 幾翻翻 照ぎ 熟め % ゑ 鯵鮒鰯 % ゑ 暉鰯     ; 鰯綴ゑ 総観 " ゑゑ % 蕊 総総⑧総総ぬ ぬ麟め 
湘礒餓怒ガぎ 簸囲戟凄報 s 一 l00 タンパク   

酵素 カーボニック・ ア ンヒドラーゼ、 乾鰯 泳ぢ蚤鱗鱗鱗鱗 @ 滞 
黙認 淡驚む簿照靭駝は 緩鰯轍 %% 鵜饗糠腎 遜辞 頷毯 

轟 アルカリ・フォスファターゼ、 

    
( 免疫動物はすべてウサギです。 ) 

米製品についての 詳細は下記までお 問い合わせ下さい。 

製造元 衰右宍 式台方土アド / Ⅴ コユ 〒・ 03 東京都中央区日本橋小舟町田 7                           

総販売元ロコスモ り W イガ株式会社〒 l03 東京都中央区本町 4-@3-5 第 20 中央ビル 右 03(663)0723 
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低温水棲生物生理実験装置 
低温水棲生物の 生理実験用装置。 極寒冷地の植物性・ 動物性プランクト 

ン ・ウニ・ヒトデ ，ベントス等に 最適。 水槽・温度調節装置・ 照明装置 

を 装備。 6 樽分離独立。 温度制御範囲は 一 5 で一 +30 で。 照明装置 ( ク 

一ルレイランプ ，熱線吸収ガラス 使用。 高 照度 30,000 Ⅰ ix 。 照度・照明 

時間の自由設定可能。 

卵稚仔 温度反応試験装置 
水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。   
試験管 88 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の吝 

部位置温度を 時間経過に従がって 記録。 照度も自由に 選べる照明渠 

置 。 小型多点温度記録装置が 特長です。 

卵稚仔 温度反応試験装置用馴致 
卵 雅行温度反応試験装置 (TG ll 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 樽 

に 分離独立。 水樟 ごとに温度設定が 可能。 各槽 ごとの試験管挿入 可 

能 。 卵稚 仔を反応装置 (TGll-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 

に 最適。 温度制御は正確・ 広範囲に温度設定が 可能。 

フランワトフ 培養装置 
動植物性プランクトンの 海水培養用装置。 幼魚・稚魚等の 飼育も可 

能 。 2 ポリェチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽によ る温度制御。 制御節 

囲 5 一 35 で。 ヒーター・クーラー 自動切換 式 。 照明装置は高出力 蛍 

兆灯。 洸貴調節・照明時間の 自由変更可能。 海水循環 

酸素補給・水質維持装置付。 
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S 一 1  溶存酸素測定装置 

記録計 
ェ m.V ～ 工 OV 
フルスケール 全幅移動可能 
400K ぬ ～無限大 ( レンジによる ) 
25Omm 幅 
6 段変速 ( 標準最少 2. 5mm/mi n) 
AC l 0 0V  5 0 ～ 6 0% 

  

  
  

vw 

ム 鈎屑 調理化学器械株式会社 
〒 1 1 2 東京都文京区後楽 2 - 2 1 - ェ 4 
TEL@ (03)@ 81@ 5@ -@ 3066(re 
FAX (0 3 Ⅰ 8 1 5 - 323% 
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理化学器械。 研究設備・分析機器。 光学機器 

主要特約代理店 
  

オリンパス光学工業㈱ 三洋電機時機㈱ 
ヤ マ ト 科 学 ㈱ ュル・ケ ー ビージャパン㈱ 

東亜電波工業㈱ ㈱佐久 間製作所 
チョウバランス㈱ 岩 城 硝 子 ㈱ 
住友スリー エ ム㈱ マ リ ソ ル 産業㈱ 

古屋市中区千代田五丁目 22 番 11- 号 
T  E  L  く 052>  262 一 1  5  6  6  番㈹ 

FAX <052> 241@@06 1 4 

Silver 
    

舶 ℡ KA 

円錐染色キット 
シルバーステイン KANTO は 、 蛋白・核酸を 高感度 

で簡単に検出できます。 

シルバーステイン KANTO は 、 現像が緩やかにすすむよ 

うに調製されています。 現像停止の ボイ ン ト を判断しや 

すく美しい染色 像 が得られます。 

c"t.N 。 ． 57650 Sl 血 er St 沖 n KANTO 
電気泳動用銀染色キット・シルバーステイン KAN 丁 0 

スラブゲル (l40mmX @40mmX l.0mm) 25 枚 分 

l 一     
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関東化学株式会社試薬事業本部 l03 54l 東京都中央区日本橋本町 大阪市東区万灯 3T 目 i 3-2-8 番地                                               
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自然科学関係の 定期刊行物，全集，叢書，単行本始 入 販売 

ア カラ 宜ミア ヰ半 権 垂ホ木ま 寺イ詩圭七 
め Ⅱ 3  東京都文京区本郷 2-39-6  大同ピル ( 宙 813-9805  7  FAX  812-8509) 

カタログ 1 988 年 1 t 月号から  
 

  

1.@ Developmental@ Neurobiology@ of@ the@ Frog ・ 
(ed.by  E.D.  Pollack  肝 M.D.  Bibb) 300P,  NOV 。 ， ㏄ Ⅶ 2,7 ㏄・ - 

2.  (A) The Cell Biology of  Fe ト tilization.  (ed.by  H.  も G.  Shatten) 
384p,  Dec.'88 14,0 ㎝・ - 

(8 Ⅰ The  Ⅱ olecui% Ⅰ Biol08 Ⅴ of  F 奄 Ⅰ ti@[za も ion.  384p,  Dec.'88 Ⅰ 4,000 ・ - 

く Aj  +  く B) 23,0 ㏄・ - 

3.    no@ecula ダ Biology  of Cell Determination  a ㎡ Ce Ⅱ Diffe Ⅰ 「 entiation. 
(by  Browder,  L Ⅳ・ )  439p,  ,88  % Ⅰ 6,380 ・ - 

4.  Patten's Foundations of Embryology ・ 5th  ed. 
(by  B.M.  Ca Ⅱ son)  750p,  ,88  氷 Ⅰ 2,060 ・ - 

5. In Vitro Fertilization and Embryo Transfer; A Manual of Basic 
T ㏄ hniques.  (ed.by  D.P.  Woif  et  al.)  421p,  ,88  % 

6.@ Vertebrate@ Reproduction ・ (by@ E ・ W ・ Jameson ， Jr ・ )@ 526p ，， 88@ sSK 

7.@ Lepidopteran@Anatomy ・ (by@ J ・ L ・ Eaton)@ 257p ，， 88@ @)S 
 
 

 
 

0
O
0
 

1
0
9
 

5
5
4
 

 
 

7
3
0
 

 
 

  

  

8.@ Cell@ and@ Tissue@ Biology:@ A@ Textbook@ of@ Histology ， 6th@ ed ・ 
(ed ・ by@ L ， Weiss)@ 1,200p ， 972@ illus ・， 88@ @ 11,000.   

g.  Development  and  Matu サ atlon  of  Cer<ebra@  Cortex:  Ce Ⅰ eebraa@  Crtex@Vo@.7 
(ed ・ by@A ・ Peters)@ 5l0p, Ⅰ 8,g00 ・ - 

10.@ Control@ of@ Cell@ Proliferation@ and@ Differentiation@ During@ Regeneration ・ 
(Monog ・ Developmental@ Biology,Vol ・ 21)@ 246pp,@ 118@ figs ・ '88 30,940._ 

11.   Cell Interactions in Visual Development. 
(ed.b Ⅴ S.R.  Ⅲ @fe Ⅰ 8:Sheffield,  J.B.)  1g0P1  45  fI 号 s.  0ct.'88 t61 Ⅰ 00 ・ - 

12.@Understanding@the@Brain@and@ Its@Development:@A@Chemical@ Approach. 
(by@ H.K.M.@ Yusuf)@ 300p,@ '88 13,600.. 

13. Molecular  B.O1O1l0  O8y of the Cel1. 2nd  ed.  (by  B.  Albe ト ts et  a@.) 
1,350p,  Feb.'89 p/h 8,830 ・ - ⅠⅠ t Ⅰ， 690 ・ - 

14.@ Cytoskelton@ in@ Cell@ Differentiation@ and@ Development ・ 
(ed ・ by@ R ・ B ・ Maccioni@ S@ Arechaga,@ J ・ )@ 367p,@ ， 88@ pap ・ 5K 16,200.. 

15.@ Early@ Development;@ Frontiers@ in@ Molecular@ Biology. 
(ed.by  D 。 N.  Clove Ⅰ &  Haems,  B.D.j  late  '88 P/Ih 価格未定 

米 印は ，在庫 U  ております。 

御注文をお待ち 致 U ます。 ス ，新刊カタログ 御希望の方は ，当社 宛 ， 御 請求下さい 0 
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あ らゆる研究分野に 対応で老妻ポ 受な沼か 。 
あ 察力ち 撮影まで可能な 恨嬉 勧化を実現。 

全自動写真撮影装置を 内蔵 。 介ま 

でにない多様なシステム・ 性 と操イゼ， 性で 

画像解析分光測光などの 将来的研 

究 ニーズにも充分対応。 電動 6 ケ穴レ 

ボノレ 。 二 lx 一 lQQX まず完全 ケ一 

ラ ー 照明、 写真撮影レンズ 4 種類同 

蔵 ， 老ノ払面 と同じ像が観察ずきる 一 

眼 レフ式ファインダ 二 視野 数 26.5 ゅ 

の 超広視野など 随所に最先端のメカ 

ニズムが生きています。 しかも、 3Smm2 

    台十人 版 1 台十 TV カメラⅠ台詞   4 台 

を 同時装着てきる 3-WAY カメラ。 鮮 

明な 像を観察 い佗 実に記録できます。 

く イ土 様 % 超広視野 接 n 熊 視野致 26.50% 
鏡筒 長 定常装置付● 6 ケ 入電動リボルバー 

サリンバス光学士 業 株式会社 
オリンバス版元株式会社 

●右下 共軸 ハンドル大型ステージⅠ各種 

フ % レタ一内蔵 目恩影 レンズ 4 種類内蔵 Ⅰ 全 

自助写真撮影装置内蔵 035mm ハーフサイ 

ズ 撮影、 スケール与し 込み 可 ( オプショ 羽 

カタログ・パンフレット 等のご 詰求は 〒 @0l 東京都千代Ⅲ 区仲 m 小 jllwJ2-1-7 位階 03 一 29Z 一 314l(ft) 
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テクノロジー ソ 

A5 判， 296 頁 

定価 3800 円 
送料 300 円 

B5f1   , 480 頁 
定価 l2000 円 
送料 400n 

A5 判・ 720 頁 

定価 mm  g800 円 
送料 400 円 

国立遺伝学研究所森脇和郎 / 序 
前 国立遺伝学研究所野口 武 

婁し 実験発生学一 鹿児島大学教授村松 

テラト一％ の 生物学的な知識， KC 細胞の種類と 成立， EC 細胞を用いた 初期胚の 
細胞生物学・ 分子生物学的研究， EC 細胞のキメラ 動物への応用などについて ，研 

究の進展を紹介し ，その理論と 実験技術を解説 医学，生物学・ 薬学など発生学， 
遺伝学に関心を 持っ方がたの 絶好の参考書です   

lSlLu 大学妹尾主知九姉到城主 ぉ研 加藤淑 裕 

束ぬ 大学入谷 明 慶応義 & 大学鈴木枕 悦 

  東京大学 舘 糊 一一編集一一一 

初期発生の基礎理論をはじめに 説明し，ついで 初期胚を研究対象とする 主要な実験 
研究法を解説してあ る．生命現象研究へ 大きな手がかりとなる 本書は，医学・ 生物 

学 ・農学・薬学を 専攻する研究者の 必携の書です． 

東北大学山根 積 大阪大学岡田善雄 
前金沢大学堀川正克 東京大学黒木登志夫 / 編集 

HVJ による細胞融合法，薬物や 放射線，化学物質を 用いた細胞の 突然変異による 
研究， あ るいは遺伝子組操法を 使った研究等体細胞遺伝学研究の 最前線をまとめた 
モノバラフィ 二 医学・生物学・ 農学・薬学研究に 絶好の参考書です． 

エ学ネ 土 〒 ll3 東京都文京区 本 駒込 5-9-l0  振替東京 @ 円 4676  電話 0 群 828)52ll( 代 )  く 図書目録進呈 ) 

  



●無菌生産 
コ一 ニンバの組織培養用製品は、 無菌環 2% ビ 作られています。 このた 

め パクテリアは 勿論 パ幾械 油の蒸気やほこり 等の付着もなく、 培養 特 
  性 が安定しています。 
6 フオームラツ ク 
コ一 ニンバの 遠沈管 Ⅱ 音養昔 には、 フ オームラック 付 ・きがあ りますい 灰 

納や運搬に便利なうえ ，ブタ ツキ がないため傷をつけることがなく、 

沈澱粉が再浮遊する 心配もあ りません。 

Ⅰ i0096 リ - クテスト 
コーニンクのフラスコは、 全数圧力試験を 行っております。 また厚手に 

成形されていますの 七 リークやクラックの 心配はあ りません。 

ダフルシールキャップ 

タブルシールキヤ ッフ   は、 容器の口部内 ィ R@ と 端部の 2 箇所 で シール 
するもので、 漏洩を完全に 防ぎます。 
のクロスコンタミネーション 防止 
マイクロフノートは 、 孔が独立しており、 クロスコンタミネーションの 

危険があ りません。 

    

0 表面処理は．親水柱と 細 

胞 @ 和性を与えるもので、 
コ @ ィガ では あ りません。 
0 三丁 0 は． ェ テレン ォ キサイ 
ドガス       段菌 です。 
0           半袖 はヵ タログを ニ 請求 ( 
ださい   
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